
計画策定／啓発・普及／  実践活動 
生態系保全／水質保全／景観・生活環境／水田貯留／  資源循環 

有機性資源のたい肥化 ／  間伐材を利用した防護柵の管理 ／農業用水の反復利用／小水力発電施設の管理

（２）間伐材等を利用した防護柵等の適正管理 

 

 
 
 

地域及び周辺で産出される間伐材を利用して設置した防護柵について、破損が

あった場合などには早急な対応を行うなど、適切な維持管理を行うこと。又は、

新たに間伐材を利用した防護柵を設置し、維持管理すること。 

【活動のねらい】 

農村地域内に存在する林地から得られる木質資源を有効活用することにより、地域内の資源循環が

推進されることが大切です。 
 

【活動の内容】 

間伐材などの木材として利用可能な資源は、防護柵や看板などに利用が可能です。木質のものを使

用した場合、破損や腐植等の可能性は、金属性のものに比べて高くなり、定期的な管理や補修が不可

欠となります。 
破損があった場合でも、新たに産出された間伐材を用いて補修が可能であり、地域内で持続的

な利用が可能です。 

 

 

 間伐材
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 舗装材としての活用事例
防砂垣としての活用事例 


